
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 1 月発行 

新年あけましておめでとうございます。 

利用者様の思いに寄り添う看護を目指し、スタッフ一

同、力を合わせてがんばってまいります。 

日常生活が楽に過ごせるよう看護師とリハビリ職員が

連携して関わっております。 

               所長 山下 光代 

あけましておめでとうございます。 

昨年は皆様方のご協力により、目標を達成すること

ができました。今年度は更に地域に根ざした訪問介

護を実践していきたいと思います。事業所目標であ

る『一訪問相(愛)笑顔』を合言葉に共に歩みます。 

所長 夛田真佐代 
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通所リハ利用者 
さんの書初めです 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［肩回し］ 

平泳ぎの要領で、肩関節を 

大きく回し肩甲骨が滑らかに

動くようにほぐします。 

外回し、内回し 10 回 1 セットず

つ 

mikiカフェ開催日   1 月 16 日 

第3 水曜日定例  2 月 20 日 
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訪問看護ステーションみきでは、看護学科の学生

さんが実習に来ています。 

利用者さんは、学生さんにPEG（直接胃に穴を開

けたチューブ）から流動食を注入するその手技を見

せてあげたいと言って下さる方もおられます。 

学生さんが利用者さんにやさしく話しかけてくれ

る事で、利用者さんがとてもリラックスできている

状態で処置やケアが出来る事もあります。学生さん

が来る期間は、とても短いのですが快く受け入れて

くれる利用者さんばかりで、とても感謝しています。 

今後とも御協力をよろしくお願い致します。 

 

学生さんを迎えて・・・ 
       訪問看護ステーションみき 

健康づくり委員会では、偶数月の第 3
月曜日に運動機能チェックを開催してい
ます。血圧、身長体重測定をおこない、
筋力、敏捷性、柔軟性、バランス保持力
をチェックします。まずは、自分の体力
を知ることから始めませんか？ 
 

定員１０名。 

診療所に名前、連

絡先を伝え予約を

お願いします。 

＜通所リハビリ利用者の悩み＞ 

・筋力や体力の向上に反して、自宅内の動きに反映していない 

・通所リハではできるが家ではできない。やらない。やり方がわ

からない。出来るかどうか不安。環境が適していない 

・ご家族様へリハビリの内容がわかりにくい 

 

＜訪問リハビリ利用者の悩み＞ 

実際の生活場面で具体的な運動内容や介護方法のアドバイスは

よく受けるが、活動量が不足して筋力や体力面で改善しにくい 

10 月下旬、通所リハビリでは短時間（2～3 時間）通所

リハビリと合同で秋の大運動会を開催しました。今回

は、本格的な玉入れセットや綱も用意し、満を持して

の開催となりました。立ち座り体操で準備体操を行い、

主任による開会式挨拶の後、玉入れ、ボール渡しリレ

ー、そして毎回大盛り上がりの綱引きを実施しました。

お互いに声掛けや協力をしあい、閉会後は疲れ切って

しまうほど盛り上がりました。日々のリハビリの成果

を発揮し、普段にも増して精一杯動き、皆さん楽しま

れていました。 

 

 

 

生協みき診療所で利用できるリハビリには『通所リ

ハビリ』と『訪問リハビリ』の 2 つがあります。2 種

類のサービスを併用することで、お互いの欠点を補う

だけでなく、リハビリ効果を何倍にもしてくれると考

えています。昨年秋より併用を開始した方で、体力や

筋力の向上と入浴が自宅で行えるようになった方も

いました。現在のリハビリ生活に満足していない方、

新しい一歩を踏み出しましょう!! 


